
６年生 文学的文章① 
単元名： 

視点や作品の構成に着目して読み、印象に残ったことを伝え合おう 

教材名： 

帰り道 

 

１．単元の目標 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

◎ 文章の構成や展開、文章の種類とそ

の特徴について理解することができ

る。（知・技（１）カ） 

○ 比喩や反復などの表現の工夫に気づ

くことができる。（知・技（１）ク） 

◎ 登場人物の相互関係や心情などにつ

いて、描写を基に捉えることができ

る。（思・判・表Ｃ（１）イ）  

○ 進んで登場人物の相互関係や心情な

どについて描写を基に捉え、学習の

見通しをもって印象に残ったことに

ついて考えを伝え合うことができ

る。 

 

２．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 文章の構成や展開、文章の種類とそ

の特徴について理解している。 

（知・技（１）カ） 

② 比喩や反復などの表現の工夫に気

づいている。（知・技（１）ク） 

① 「読むこと」において、登場人物の

相互関係や心情などについて、描写

を基に捉えている。 

（思・判・表Ｃ（１）イ） 

① 進んで登場人物の相互関係や心情な

どについて描写を基に捉え、学習の

見通しをもって印象に残ったことに

ついて考えを伝え合おうとしてい

る。 

 

 

３．単元の位置づけ 

教材名 児童の学習経験や、初出の学習用語 

５年 銀色の裏地 人物の心情や人物どうしの関わりを読む。 

５年 たずねびと 物語の全体像をとらえて読み、考えたことを伝え合う。 

５年 やなせたかしーアンパンマンの勇気 伝記を読み、自分の生き方について考えたことを交流する。 

５年 大造じいさんとガン 物語の魅力を伝える文章を書く。 

６年 帰り道 視点や作品の構成に着目して読む。 

６年 やまなし 作品の世界を想像しながら読む。 

６年 ぼくのブック・ウーマン 物語を読んで考えたことを、自分の生活や読書経験と結びつけ

てまとめ、語り合う。 

６年 海の命 それぞれの人物の生き方に対する考えを話し合う。 

 

 

 

 

 



４．単元の指導と評価の計画（全８時間） 

次 時 主な学習内容と指導上の留意点 
評価規準・評価方法等 

【B】おおむね満足できる状況 

第 

一 

次 

■導入段階 Ⅰ 「２つの視点から書かれた物語を読み、作品の面白さや構成の工夫について印象に残

ったことを説明しよう。」という学習課題をとらえ、本文を読む。【態】 

１ 

 

〇題名やリード文をもとに，どんな文章か想像する。 

〇「視点」について考える。 

〇学習課題を確かめ、ゴールへの見通しをもつ。 

〇通読し、物語文の基本事項を確認していく。 

 ・登場人物は？  ・中心人物は？ 

 ・出来事は？   ・１文であらすじを書くと… 

  「A（中心人物）が B（出来事）によって（結末）になる話」 

〇初発の感想をもつ。（どちらの人物に共感したか） 

・文章の中の重要な語や文

を考えて選び出している。 

第 
二 

次 

■展開前半 Ⅱ 展開に沿って、２人の心情を比べる。【知・技①②】【思・判・表①】 

２ 

・ 

３ 

〇展開に沿って比較することで、同じ出来事に対する「律」と「周也」

のそれぞれの捉え方や心情を確かめる。 

・対比させながら「律」と「周也」の心情を記述する。 

 ひととおり意見を出してから、時系列で分けてみる。 

・比喩表現にも着目させ、どんな心情を表しているか考える。 
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っ
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１ 

律 

・
律
の
言
葉
を
ち
ゃ

ん
と
受
け
止
め
ら
れ

た
の
か
も
し
れ
な
い 

・無
数
の
白
い
球 

・
ぼ
く
が
む
だ
に
放
っ

て
き
た
球
の
逆
襲 

・
考
え
た
と
た
ん
に
、

舌
が
止
ま
った 

 

・律
に
じ
り
じ
り 

・軽
く
つ
っこ
ん
だ
つ
も
り 

・
ま
ず
い
、
と
思
う
も

… 

２ 

周
也 

 

〇ここまで読み取った描写から、「言葉」や「言葉にすること」に対する

２人の思いを考える。 

  ・「律」「周也」それぞれの視点から端的に記述する。 

周也 律 

・
ぼ
く
の
言
葉

は
軽
す
ぎ
る 

・
ピ
ン
ポ
ン
玉 

・
ち
ん
も
く
が

苦
手 

・
思
っ
て
い
る

こ
と
を
う
ま
く

言
え
な
い 

・
す
ぐ
に
立
ち

止
ま
っ
て
し
ま

う ・
み
ぞ
お
ち
の

辺
り
が
重
く
な

る 

 

・同じ出来事に対する２人

の捉え方を、対比できる形で

見つけている。 

 

＜学習課題＞２つの視点から書かれた物語から「人物像」を見つけ、作品の面白
さや構成の工夫について印象に残ったことを伝え合おう。 

～視点を変えた「キャラクターブック」を考えよう！～ 



４ 

 

〇天気雨の前後で、二人の心情はどう変わったのか、複数の表現を関連

づけて考える。 

  ・繰り返し出てくる「みぞおちの…」や、「ざざっと水が…」などの

表現に着目して、「律」か「周也」の心情の変化について記述する。 

  条件 ・『 』で引用する  ・引用からわかったことを書く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・描写の変化を根拠にし

て、心情の変化につなげ

て書いている。 

■展開後半 Ⅲ―１ 叙述を比較しながら、「律」と「周也」の人物像を考える。 【思・判・表①】 

５ 

 

〇「律」と「周也」は、どのような人物か考える。 

  ・それぞれが思う自分自身について書かれた文を見つける。 

  ・「律」から見た「周也」、「周也」から見た「律」について書かれた

文を見つける。 

  ・人物像について、描写を対比させながらキャラクターブックに記

述する。 

 

条件・叙述に基づいている・律から見た視点と周也から見た視点を対比させる 

・比較して思ったことを書く 

 

・それぞれの人物が、最後にどのように変容したのかを確認する。 

・「律」が思う自分自身、 

「周也」が思う自分自身、 

「律」から見た「周也」、 

「周也」から見た「律」 

それぞれについて、対比でき

る形で見つけている。 
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６ 

 

本 

時 

〇人物像を把握できたか確かめる。 

「行こっか。」は誰が言ったのか、また、その理由を考える。 

・キャラクターブックにまとめた「律」「周也」の人物像や 

変容した叙述をもとにする。 

 

条件・１０分  ・１００字以上  

・自分の立場をはっきりさせる 

・根拠にしている文を引用する 

 

〇記述の途中で引用部分を確認し合い、書くヒントをもらったり、書き

直したりする場面をもつ。 

・文章中の描写や、読み取っ

た人物像をもとに、理由を考

えている。 

■展開後半 Ⅲ―２ 「帰り道」以外の文学的文章を読んだり、みんながよく知っているキャラクター

について視点を変えて考えたりして、人物像をキャラクターブックにまとめる。【知・技①】 

７ ① ２つの視点から書かれた物語を読み、登場人物の人物像についてま

とめる。 

② みんながよく知っているというキャラクターについて、視点を変え

て人物像を考える。（例：ジャイアン） 

→①②から選び、キャラクターブックに書く。 

条件 1 人の人物について、２つの視点でまとめる。 

・同じ出来事に対する２人

の捉え方や、お互いの人物像

についての思いを、対比でき

る形で見つけている。 

 

第 

三 

次 

■終末段階 Ⅳ 学習の最初と最後で、自分の考えが変わったり、気づいたりしたことを伝え合う。 

【態】【思・判・表①】 

８ 〇学習の最初と最後で、自分の考えが変わったり、気づいたりしたこと

を考え、伝え合う。 

 

＜ワークシート「キャラクターブックを作ろう！」＞ 

 



５．本時の展開（６/８） 

 

本時の目標：比較して読み、2人の人物像について考えたことを伝え合う。 

 

 児童の活動 教師のはたらきかけ 留意点・評価  

導
入 

①前時の振り返りをする(3分) 

 

 

 

 

 

 

 

②本時のめあてを確認する。(2分) 

 

①「律」が思う自分自身、 

「周也」が思う自分自身、 

「律」から見た「周也」、 

「周也」から見た「律」 

について書かれた文を見つけた 

ことを確認する。 

 

②ラーニングマウンテンから本時

の課題を確認する 

 

 

 

 

展
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

③誰が何と言ったか考える。(2分) 

 

 

④理由を説明するための条件を確認

する。(3分) 

 

 

 

 

⑤モデリングを読み、記述のポイン

トを捉える。（5分） 

 

 

⑥「行こっか。」は、誰が言ったのか考

え、理由を記述する。(5分) 

 

 

⑦引用部分を確認し合い、書いたことを伝

えたり、書く内容で困っていることを伝

えたりして、仲間と交流する（5分） 

 

⑧文章を完成させる。（5分） 

 

 

⑨全体で交流することで、様々な視

点からの考えを知り、学びを深め

る。（10分） 

 

③  まず、第一印象で「律」か 

「周也」を選ぶ。 

 

④３Zについて説明する。 

 ・100字以上で書くこと。 

 ・１０分で書くこと。 

 ・自分の立場をはっきりさせること。 

 ・根拠となる文を引用すること。 

 

⑤  モデリングを示し、条件につ

いて確認する。 

（引用は『  』で書く） 

 

⑥  条件を示した後で、考えが変

わった児童がいた場合は、そ

れも認める。 

 

⑦  交流の視点を示す。 

・どこを引用しているか 

 

 

⑧条件に合わせて書ききれるよう 

に声をかける。 

 

⑨  机間巡視で見つけた特徴的な

意見の児童に発表させ、意見

交流させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ た だ 読 み 上 げ る だ

け で な く 、 反 応 を 返
し た り 困 っ て い る 仲
間 に ア ド バ イ ス を 言

っ た り す る よ う 声 を
か け る 。  
 

 
 
 

 
・ 文 章 中 の 描 写 や 読
み 取 っ た 人 物 像 を も

と に 、 理 由 を 考 え 、
伝 え 合 っ て い る 。  
（ ワ ー ク シ ー ト ・ 交

流 の 様 子 ）  

ま
と
め 

⑩  本時の振り返りをする。(5分) 

 

⑩比較して読むことで、どんなこ

とがわかったかを伝え合う。 

 

≪課題≫ 「行こっか。」は、誰が言ったのだろう。 



【板書計画】 

 

 

 

 

【ワークシート】 

 

五
月
一
日
（水
） 

帰
り
道 

 

○課 
 

  

条
件 ・百

字
以
上 

・十
分
で 

・自
分
の
立
場
を
は
っき
り
さ
せ
る
こ
と
。 

・根
拠
と
な
る
文
を
引
用
す
る
こ
と
。 

         

「行
こ
っか
。
」→
律 

   

「行
こ
っか
。
」→
周
也 

   

「行
こ
っか
。
」 

は
、 

だ
れ
が
言
った
の
だ
ろ
う
。 

 モ
デ
リ
ン
グ 

ぼ
く
は
、
「
行
こ
っか
。
」は
周
也
が
言
った
と
思
い
ま
す
。 

理
由
は
、
周
也
は
明
る
く
て
元
気
な
人
だ
か
ら
で
す
。
ど
ん

ど
ん
前
に
行
く
性
格
だ
か
ら
、
律
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
き
た
く
て

そ
う
言
った
と
思
い
ま
す
。 



 


